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的
判
例
法
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発
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Ｏ
　
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
、
に
関
す
る
本
質
的
判
例
法
　
　
　
Ｉ
　
r
a
t
i
o
d
g
‘
t
n
d
｛
の
ま
と
め
　
　
　
Ⅱ
　
本
質
的
判
例
法
　
　
　
　
１
　
他
の
行
為
者
の
行
為
の
認
識
な
い
し
予
測
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
意
思
決
定
　
　
　
　
２
　
行
為
の
予
測
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
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３
　
１
２
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ま
と
め
　
　
　
　
４
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因
　
　
　
　
５
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間
接
事
実
に
よ
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証
明
、
に
関
す
る
審
判
決
の
本
質
的
態
度
　
　
　
Ｉ
　
湯
浅
木
材
事
件
、
新
聞
財
路
協
定
事
件
及
び
片
倉
製
糸
事
件
か
ら
の
帰
納
　
　
　
　
１
　
間
接
事
実
よ
り
認
定
さ
れ
る
事
実
…
…
話
合
等
に
基
づ
く
行
為
予
測
及
び
意
思
決
定
　
　
　
　
２
　
聞
接
事
実
１
・
・
・
…
平
行
行
為
群
の
存
在
及
び
そ
の
合
理
的
根
拠
の
証
明
の
不
存
在
　
　
　
　
３
　
間
接
事
実
２
・
・
：
：
出
話
合
ま
た
は
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
及
び
囲
行
為
予
測
の
動
機
の
存
在
及
び
話
合
　
　
　
　
　
　
も
し
く
は
意
見
開
陳
・
聴
取
に
基
づ
く
行
為
の
予
測
の
可
能
性
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
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４
　
結
論
　
　
　
　
Ⅱ
　
川
口
製
糸
（
株
）
事
件
及
び
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
事
件
か
ら
の
帰
納
　
　
　
　
　
１
　
両
事
件
の
認
定
態
度
　
　
　
　
　
２
　
認
定
を
否
定
さ
れ
た
事
実
の
本
質
…
…
行
為
の
予
測
　
　
　
　
　
３
　
２
の
行
為
類
型
該
当
事
実
の
認
定
の
否
定
に
導
く
事
情
　
　
　
　
　
４
　
結
論
　
　
　
　
Ⅲ
　
野
田
醤
油
事
件
か
ら
の
帰
納
　
　
　
　
Ⅳ
　
石
油
価
格
協
定
事
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
号
）
　
　
　
　
　
　
二
　
本
質
的
判
例
法
の
発
見
　
こ
れ
ま
で
、
七
つ
の
審
判
決
の
定
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
r
a
t
i
o
n
e
s
d
e
c
i
d
e
n
d
i
を
、
い
わ
ゆ
る
堂
要
事
実
（
t
h
e
f
a
c
t
st
r
e
a
t
e
d
a
s
m
a
t
e
r
i
a
l
b
y
陛
こ
乱
９
）
に
着
目
し
て
発
見
し
よ
う
と
試
み
て
来
た
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
ｒ
Ｑ
｛
－
ｏ
ｄ
ｇ
｛
ｄ
ａ
９
か
ら
の
帰
納
を
通
し
て
、
そ
の
奥
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
本
質
的
判
例
法
の
発
見
を
試
み
た
い
。
　
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
の
は
、
こ
の
作
業
に
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
１
、
先
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
個
々
の
審
判
決
の
M
t
-
o
d
g
-
d
a
d
｛
は
法
的
安
定
性
の
確
保
の
見
地
及
び
被
審
人
の
平
等
の
見
地
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
先
例
た
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
r
a
t
i
o
d
e
c
i
d
e
r
!
d
'
が
い
く
つ
か
定
立
さ
れ
る
と
、
そ
の
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奥
に
あ
る
本
質
的
原
理
的
法
命
題
が
同
様
の
理
由
に
よ
り
先
例
た
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
に
至
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
法
命
題
の
発
見
は
、
ま
ず
第
一
に
、
先
例
と
し
て
機
能
す
べ
き
規
範
の
発
見
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
。
　
２
、
次
に
、
審
判
官
、
裁
判
官
等
の
、
法
的
安
定
性
確
保
の
為
の
先
例
重
視
を
条
件
と
し
て
、
本
質
的
法
命
題
の
発
見
は
、
将
来
の
審
判
決
の
予
見
に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
　
３
、
ま
た
、
本
質
的
法
命
題
を
論
評
す
る
こ
と
は
個
々
の
審
判
決
の
重
要
部
分
を
論
評
す
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
質
的
法
命
題
の
発
見
は
審
判
決
の
論
評
（
及
ぶ
そ
の
方
向
づ
け
）
の
為
に
便
利
で
あ
る
。
０
　
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
に
関
す
る
本
質
的
判
例
法
Ｉ
　
r
a
t
i
od
e
c
i
d
e
n
d
i
の
ま
と
め
　
ま
ず
第
一
に
、
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
に
関
す
る
本
質
的
原
理
的
判
例
法
の
発
見
を
試
み
る
。
そ
の
為
に
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
き
、
不
当
な
取
引
制
限
の
一
要
素
た
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
に
関
し
審
判
決
の
定
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
r
a
t
i
o
n
e
s
d
e
c
i
d
e
n
d
i
を
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
巾
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
三
年
（
判
）
第
二
号
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
三
十
日
審
決
）
　
「
集
会
に
お
い
て
種
々
雑
談
の
末
、
各
自
が
自
己
以
外
の
全
て
の
者
の
（
又
は
、
集
会
の
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
が
互
い
の
）
行
動
を
予
測
し
、
自
己
も
ま
た
こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
同
一
行
動
に
出
る
場
合
に
は
、
↓
こ
れ
ら
の
者
（
＝
各
自
と
自
己
以
外
の
全
て
の
も
の
、
ま
た
は
メ
ン
バ
ー
の
任
意
の
二
人
）
の
間
に
意
思
の
連
絡
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
」
　
②
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
七
年
（
判
）
第
二
号
　
昭
和
二
十
八
年
八
月
六
日
審
決
）
　
　
　
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
呻
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「
Ｐ
正
式
に
採
択
が
な
さ
れ
も
せ
ず
、
ま
た
、
2
0
（
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
の
結
果
多
数
の
意
向
が
一
致
す
る
と
き
は
そ
の
他
の
者
も
こ
れ
に
従
う
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
は
た
ま
た
、
平
素
の
被
審
人
業
者
間
の
関
係
が
少
数
の
反
対
者
も
多
数
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
に
反
し
て
生
産
を
行
う
こ
と
を
情
宜
上
そ
の
他
の
理
由
に
ょ
り
実
際
上
困
難
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
）
明
示
の
合
意
の
成
立
を
ま
た
ず
、
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
な
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
も
の
、
と
も
い
え
ず
、
か
つ
、
3
0
厳
密
な
行
為
の
一
致
も
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
士
共
同
意
思
の
存
在
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
　
⑤
新
聞
販
路
協
定
事
件
（
東
京
高
裁
昭
和
二
十
八
年
三
月
九
日
判
決
高
裁
民
集
六
巻
九
号
　
四
百
三
十
五
頁
以
下
）
　
「
下
記
の
1
0
？
3
0
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
行
動
類
型
に
該
当
す
る
事
実
が
存
す
る
場
合
に
は
、
↓
新
聞
販
売
店
（
小
売
店
）
の
間
に
、
暗
黙
に
新
聞
販
売
（
小
売
）
の
地
域
協
定
が
締
結
さ
れ
（
及
び
そ
の
実
行
行
為
が
な
さ
れ
）
た
こ
と
に
な
る
。
　
1
0
各
新
聞
販
売
店
（
又
は
各
小
売
店
）
と
各
新
聞
発
行
本
社
（
又
は
各
生
産
業
者
）
間
の
契
約
に
よ
り
、
各
新
聞
販
売
店
（
ま
た
は
各
小
売
店
）
が
新
聞
販
売
（
ま
た
は
事
業
活
動
）
を
行
う
べ
き
地
域
（
＝
業
務
地
域
）
が
定
め
ら
れ
、
（
こ
の
場
合
、
地
域
は
各
新
聞
本
社
（
各
生
産
者
）
と
も
、
同
一
地
域
を
定
め
た
）
　
2
0
（
契
約
の
表
面
上
は
、
各
新
聞
販
売
店
（
各
小
売
店
）
に
地
域
内
で
排
他
的
に
（
新
聞
）
販
売
を
す
べ
き
地
位
を
与
え
る
と
い
う
特
別
の
定
め
は
見
え
ず
、
各
販
売
店
が
特
に
地
域
外
で
事
業
活
動
を
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
の
定
め
も
な
い
が
）
、
各
新
聞
販
売
店
（
小
売
店
）
は
、
上
記
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
前
の
販
売
店
間
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
、
自
己
が
そ
の
地
域
内
で
の
み
販
売
し
う
る
と
同
様
に
他
の
販
売
店
（
小
売
店
）
も
同
様
の
契
約
を
行
い
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
の
み
事
業
活
動
を
行
う
も
の
で
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あ
る
こ
と
、
を
予
期
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
自
己
の
地
域
も
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
認
識
し
て
い
た
。
　
3
0
（
か
く
し
て
締
結
さ
れ
る
各
個
の
契
約
が
相
集
ま
っ
て
、
新
聞
の
販
売
（
一
定
の
小
売
）
の
取
引
分
野
を
細
分
化
さ
れ
た
地
域
に
分
割
し
、
各
地
域
に
一
販
売
店
を
置
き
、
各
販
売
店
は
互
い
に
自
己
の
地
域
内
に
お
い
て
排
他
的
地
位
を
得
る
と
共
に
他
の
地
域
で
は
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
と
い
う
制
限
を
課
し
て
い
る
事
業
形
態
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
が
）
、
各
新
聞
販
売
店
（
各
小
売
店
）
及
び
各
新
聞
発
行
本
社
（
各
生
産
業
者
）
は
、
こ
の
事
業
形
態
の
内
容
を
知
悉
し
つ
つ
、
一
致
し
た
行
動
を
も
っ
て
こ
の
や
り
方
に
従
っ
て
い
る
（
＝
各
々
上
記
ｒ
の
契
約
を
行
い
、
か
つ
、
自
己
の
地
域
で
の
み
事
業
活
動
を
行
い
他
地
域
へ
進
出
を
試
み
心
付
）
。
」
　
④
野
田
醤
油
株
式
会
社
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
（
判
）
五
十
九
号
　
昭
和
二
十
七
年
四
月
四
日
審
決
）
　
「
1
0
複
数
の
、
（
同
種
の
商
品
の
）
生
産
販
売
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
…
…
）
が
会
合
し
　
2
0
そ
の
う
・
ち
の
指
導
的
業
者
甲
１
に
対
し
、
他
の
業
者
（
甲
２
、
甲
り
ひ
…
…
等
）
か
ら
、
甲
１
の
将
来
と
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
、
甲
１
か
ら
そ
の
将
来
と
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
の
解
答
が
な
さ
れ
、
甲
２
、
甲
３
…
・
：
等
も
こ
れ
に
同
調
し
て
　
3
0
結
局
、
全
て
の
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
等
）
が
同
一
価
格
で
販
売
す
る
、
と
い
う
行
動
類
型
は
↓
『
共
同
し
て
対
価
を
決
定
し
、
維
持
す
る
こ
と
』
に
該
当
し
、
従
っ
て
、
ま
た
『
共
同
し
て
相
互
に
事
業
活
動
を
拘
束
し
て
遂
行
す
る
こ
と
』
に
該
当
す
る
。
士
従
っ
て
、
そ
こ
に
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
も
含
ま
れ
て
い
る
。
」
　
⑤
片
倉
工
業
株
式
会
社
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
（
判
）
六
十
二
号
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
審
決
）
「
1
0
売
買
取
引
の
一
方
の
当
事
者
た
る
複
数
の
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
等
）
が
取
引
の
相
手
方
（
乙
）
と
の
会
合
に
出
席
し
、
一
定
価
格
を
主
張
す
る
乙
に
対
し
価
格
に
関
す
る
一
致
し
た
具
体
的
意
見
を
述
べ
　
2
0
そ
の
う
ち
の
一
人
（
甲
１
）
が
、
1
0
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
聴
取
に
基
づ
き
、
自
己
が
当
事
者
と
し
て
乙
と
の
間
に
決
定
す
る
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価
格
に
他
の
業
者
も
追
随
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
価
格
の
折
衝
に
当
り
、
　
3
0
他
の
業
者
（
甲
２
、
甲
３
…
…
）
は
、
1
0
の
意
見
を
述
べ
る
際
、
自
己
の
述
べ
る
見
解
が
乙
と
価
格
交
渉
を
す
る
甲
１
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
十
分
承
知
し
、
か
つ
、
も
し
こ
れ
ら
の
間
に
価
格
が
決
定
さ
れ
れ
ば
各
自
も
ま
た
こ
れ
に
従
わ
ん
と
す
る
暗
黙
の
了
解
の
も
と
に
、
価
格
に
つ
い
て
種
々
具
体
的
見
解
を
開
陳
し
、
　
4
0
そ
の
後
、
甲
１
と
乙
の
間
に
価
格
が
決
定
さ
れ
、
　
ｙ
こ
の
結
果
が
甲
側
の
少
な
く
と
も
一
部
の
も
の
（
甲
２
、
甲
３
等
）
に
連
絡
さ
れ
、
　
6
0
甲
１
甲
２
甲
３
等
甲
側
全
員
が
こ
の
価
格
に
従
い
取
引
を
行
う
と
い
う
行
動
類
型
は
（
行
動
類
型
Ｂ
）
士
『
共
同
し
て
対
価
を
決
定
す
る
こ
と
』
に
該
当
す
る
。
↓
従
っ
て
そ
こ
に
意
思
の
連
絡
も
し
く
は
合
意
も
含
ま
れ
て
い
る
。
」
　
⑥
川
口
製
糸
株
式
会
社
ほ
か
三
名
に
対
す
る
件
（
昭
和
二
十
五
年
（
判
）
六
十
三
号
　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
審
決
）
　
本
件
は
、
共
同
行
為
の
成
立
要
件
と
し
て
は
「
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
」
と
同
じ
も
の
を
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
再
述
を
省
く
。
　
印
右
油
価
格
協
定
事
件
（
東
京
高
裁
　
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
九
日
判
決
）
　
「
1
0
販
売
業
者
が
会
合
（
＝
出
席
ズ
ン
バ
ー
の
話
し
合
い
の
間
に
同
業
に
あ
る
者
の
常
と
し
て
一
様
の
認
識
が
得
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容
が
実
行
に
移
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
）
を
開
き
、
　
2
0
二
定
事
項
の
決
議
づ
け
等
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
部
の
者
が
積
極
的
に
発
言
し
出
席
者
は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
了
承
し
、
反
対
の
見
解
を
表
明
す
る
者
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
形
で
）
一
定
価
格
を
基
準
と
し
て
自
粛
販
売
を
す
る
と
の
了
解
に
達
し
た
場
合
に
は
↓
販
売
業
者
間
に
価
格
協
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
」
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（
１
）
　
拙
稿
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
○
　
成
城
大
学
「
経
済
研
究
」
第
四
十
六
号
　
百
三
十
四
頁
　
　
　
？
百
三
十
五
頁
。
（
２
）
　
拙
稿
　
前
掲
　
百
四
十
四
頁
。
（
３
）
　
本
審
決
に
お
い
て
は
こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
法
命
題
も
定
立
さ
れ
て
い
る
と
先
に
記
し
た
。
　
　
　
法
命
題
Ａ
「
会
合
に
お
い
て
正
式
に
決
議
が
成
立
せ
ず
何
ら
明
示
の
合
意
が
存
在
し
な
く
と
も
、
（
こ
の
種
の
会
合
に
お
け
る
協
議
の
　
　
　
結
果
多
数
の
意
向
が
一
致
す
る
と
き
は
そ
の
他
の
者
も
こ
れ
に
従
う
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
て
お
り
、
は
た
ま
た
平
素
の
被
審
人
業
者
　
　
　
間
の
関
係
が
少
数
の
反
対
者
も
多
数
の
は
っ
き
り
し
た
意
思
に
反
し
て
生
産
を
行
う
こ
と
を
情
義
上
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
実
際
上
困
　
　
　
難
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
）
明
示
の
合
意
の
成
立
を
ま
た
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
　
　
　
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
　
　
　
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
士
黙
示
的
に
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
共
同
行
為
が
成
立
し
た
と
見
る
　
　
　
の
を
妨
げ
な
い
。
」
（
同
百
四
十
三
頁
）
。
し
か
し
、
本
審
決
に
お
い
て
は
、
意
思
の
合
致
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
　
　
　
法
命
題
は
o
b
i
t
e
r
d
r
E
目
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
４
）
　
拙
稿
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
㈹
　
本
誌
第
四
十
七
・
四
十
八
合
併
号
二
百
四
十
六
頁
？
二
　
　
　
百
四
十
七
頁
。
（
５
）
　
同
二
百
五
十
一
頁
？
二
百
五
十
二
頁
。
（
６
）
　
同
二
百
六
十
一
頁
～
二
百
六
十
二
頁
。
（
７
）
　
同
二
百
六
十
七
頁
。
（
８
）
　
二
百
七
十
一
頁
。
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Ⅱ
　
本
質
的
判
例
法
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
ロ
ｔ
｛
o
n
e
s
d
e
c
i
d
e
n
d
i
の
要
件
部
分
た
る
行
為
類
型
を
、
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
結
果
と
し
て
生
ず
ろ
平
行
行
為
群
に
着
目
し
て
な
が
め
る
と
き
、
次
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
。
　
１
　
他
の
行
為
者
の
行
為
の
認
識
な
い
し
予
測
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
意
思
決
定
…
…
ま
ず
第
一
に
、
全
て
の
平
行
行
為
の
行
為
者
に
、
他
の
行
為
者
の
行
為
の
認
識
も
し
く
は
予
測
が
存
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
（
１
）
る
。
　
　
（
１
）
　
例
え
ば
、
出
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
（
及
び
東
洋
レ
ー
ョ
ン
株
式
会
社
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
の
傍
論
　
　
　
　
　
た
る
法
命
題
Ａ
）
の
行
為
類
型
に
お
い
て
は
、
平
行
行
為
群
の
行
為
者
各
自
が
集
合
雑
談
を
通
し
て
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
し
、
　
　
　
　
　
そ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
卯
ま
た
、
新
聞
販
路
協
定
事
件
の
行
為
類
型
に
お
い
て
は
、
各
行
為
者
（
＝
新
聞
販
売
店
）
は
、
地
域
契
約
を
新
聞
発
行
本
社
と
締
結
　
　
　
　
　
す
る
に
あ
た
り
、
他
の
行
為
者
（
ａ
新
聞
販
売
店
）
も
同
様
の
契
約
を
行
い
か
つ
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
定
ま
る
地
域
で
の
み
業
務
活
動
　
　
　
　
　
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
相
互
に
予
期
し
て
い
る
。
（
2
0
）
　
　
　
　
　
ｊ田
ま
た
、
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
（
及
び
川
口
製
糸
へ
株
）
ほ
か
三
名
に
討
す
る
件
）
の
行
為
類
型
に
お
い
て
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
は
、
指
導
的
業
者
甲
１
は
、
自
己
の
価
格
決
定
に
甲
２
、
甲
３
等
が
追
随
す
る
こ
と
を
予
期
し
、
追
随
の
生
ず
る
よ
う
な
行
為
（
価
格
　
　
　
　
　
決
定
）
を
意
思
決
定
し
実
行
し
て
お
り
（
2
0
）
、
甲
２
、
甲
３
は
、
自
分
達
の
乙
へ
の
意
見
開
陳
が
甲
１
に
影
響
を
及
ぼ
し
そ
の
結
果
甲
　
　
　
　
　
１
が
自
分
達
の
開
陳
意
見
に
近
い
線
で
行
為
（
価
格
決
定
）
を
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
期
し
、
そ
の
予
期
し
た
甲
１
の
行
為
の
結
果
　
　
　
　
　
の
報
告
を
受
け
て
甲
１
の
行
為
を
認
識
し
同
様
の
行
為
（
価
格
決
定
）
を
し
て
い
る
（
3
0
、
5
0
、
6
0
）
。
　
　
　
　
　
㈹
さ
ら
に
、
石
油
価
格
協
定
事
件
に
お
け
る
「
会
議
に
お
い
て
一
部
の
者
の
み
が
積
極
的
に
発
言
し
、
他
の
者
は
見
解
を
表
明
し
な
か
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っ
た
が
、
出
席
者
に
は
同
業
に
あ
る
者
の
常
と
し
て
一
様
の
認
識
が
得
ら
れ
、
自
然
に
一
定
価
格
を
基
準
と
し
て
自
粛
販
売
す
る
と
の
　
了
解
に
達
す
る
」
と
い
う
行
為
類
型
に
は
、
当
然
、
他
の
業
者
の
行
為
の
予
測
と
そ
れ
に
基
づ
き
自
己
の
行
為
を
決
定
す
る
と
い
う
要
　
素
が
み
ら
れ
る
。
　
㈲
野
田
醤
油
株
式
会
社
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
の
行
為
類
型
に
お
い
て
は
、
甲
２
、
甲
３
は
指
導
的
業
者
の
甲
１
に
質
問
し
解
答
を
得
　
て
こ
れ
に
同
調
（
＝
甲
―
の
将
来
の
行
動
…
…
一
定
の
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
…
…
を
予
測
し
、
そ
れ
と
同
一
行
為
を
し
よ
う
と
決
　
意
）
し
て
い
る
。
（
2
0
）
　
　
甲
１
に
つ
い
て
は
、
前
記
命
題
上
は
、
甲
２
甲
３
等
の
行
為
の
予
測
が
あ
っ
た
の
か
否
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
甲
１
に
つ
い
て
は
他
　
の
業
者
の
行
為
の
予
測
が
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
に
お
い
て
本
事
件
は
他
の
事
件
と
異
な
る
。
即
ち
、
話
し
合
　
い
の
間
に
業
者
の
一
部
の
甲
（
甲
２
、
甲
３
）
が
一
方
的
に
他
業
者
（
甲
１
）
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行
為
し
た
場
合
　
で
も
、
意
思
の
連
絡
あ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
　
し
か
し
、
こ
の
行
為
類
型
の
示
す
ご
と
き
情
況
に
お
い
て
は
、
「
甲
１
は
自
己
の
解
答
に
甲
２
、
甲
３
が
追
随
す
る
こ
と
を
予
想
し
　
て
い
る
」
の
が
通
常
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
公
取
も
こ
の
点
を
考
慮
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
こ
れ
も
重
要
事
実
と
な
　
り
、
前
記
法
命
題
に
追
加
さ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
　
　
「
甲
１
も
甲
２
、
甲
３
の
追
随
を
予
想
し
た
こ
と
」
を
重
要
事
実
と
し
て
前
記
命
題
に
追
加
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
　
　
「
１
０
複
数
の
（
同
種
の
商
品
の
）
生
産
販
売
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
…
…
）
が
会
合
し
　
　
2
0
そ
の
う
ち
の
指
導
的
業
者
甲
１
に
対
し
、
他
の
業
者
（
甲
２
、
甲
３
…
…
）
か
ら
甲
１
の
将
来
と
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
質
問
が
　
な
さ
れ
、
甲
１
は
自
己
の
解
答
に
甲
２
が
追
随
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
将
来
自
己
の
と
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
の
解
答
を
行
い
、
甲
２
、
甲
３
・
：
…
は
こ
れ
に
同
調
し
（
＝
甲
１
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
同
一
行
為
を
と
ろ
う
と
決
定
し
）
　
　
ｙ
結
局
、
全
て
の
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
…
…
）
が
同
一
価
格
で
販
売
す
る
場
合
に
は
士
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
が
そ
の
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中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
」
　
２
　
行
為
の
予
測
に
基
づ
く
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
の
内
容
…
…
と
こ
ろ
で
、
相
手
の
行
為
の
予
測
に
基
づ
き
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
す
る
仕
方
は
、
二
種
類
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
　
1
0
自
ら
は
イ
ュ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
ら
ず
、
た
だ
相
手
に
同
調
し
、
予
測
さ
れ
る
相
手
の
行
為
と
同
じ
行
為
を
し
よ
う
と
意
思
決
定
　
　
　
　
（
１
）
す
る
場
合
と
、
　
2
0
相
手
の
追
随
を
予
想
し
、
自
ら
イ
ュ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
り
追
随
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
行
為
を
し
よ
う
と
意
思
決
定
す
る
七
公
の
二
通
り
が
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
意
思
決
定
の
二
態
様
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
い
ず
れ
も
次
の
よ
う
な
本
質
的
態
度
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
。
即
ち
、
「
予
測
さ
れ
る
相
手
の
行
為
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
行
為
（
又
は
、
予
測
さ
れ
る
相
手
の
行
為
と
同
一
の
行
為
）
を
し
よ
う
と
、
意
思
決
定
す
る
こ
と
」
　
　
（
１
）
　
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
、
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
、
新
聞
販
路
協
定
事
件
、
野
　
　
　
　
　
田
醤
油
（
株
）
ほ
か
四
名
に
討
す
る
件
の
甲
２
、
甲
３
等
、
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
の
甲
２
、
甲
３
等
、
及
び
石
　
　
　
　
　
油
価
格
協
定
事
件
、
は
こ
れ
で
あ
る
。
　
　
（
２
）
　
野
田
醤
油
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
の
甲
１
、
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
の
甲
１
の
意
思
決
定
が
こ
れ
で
あ
　
　
　
　
　
る
。
　
３
　
１
２
の
ま
と
め
…
…
１
２
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
き
本
質
的
行
為
類
型
が
帰
納
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
複
数
の
業
者
が
、
相
互
に
、
他
の
業
者
の
行
為
を
認
識
な
い
し
予
測
し
、
そ
の
行
為
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
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う
に
（
又
は
、
そ
の
行
為
と
同
一
の
行
為
と
な
る
よ
う
に
）
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
。
」
　
４
　
行
為
予
測
の
原
因
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
他
の
行
為
者
の
行
為
の
予
測
の
原
因
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
1
0
ま
ず
、
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
（
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
の
傍
論
）
、
野
田
醤
油
（
株
）
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
及
び
石
油
価
格
協
定
事
件
の
各
事
件
に
お
い
て
は
、
「
将
来
平
行
行
為
の
行
為
者
と
な
っ
た
者
の
間
の
話
し
合
い
」
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
　
2
0
次
に
、
片
倉
工
業
（
株
）
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件
に
お
い
て
は
、
甲
側
と
乙
側
が
同
一
の
時
と
場
所
で
取
引
の
交
渉
を
行
い
、
取
引
の
一
方
の
当
事
者
甲
側
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
…
…
）
の
う
ち
の
　
甲
１
は
、
「
自
己
が
取
引
の
相
手
方
乙
に
対
し
述
べ
る
意
見
が
甲
２
、
甲
３
：
：
：
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
、
か
つ
甲
２
、
甲
３
：
：
：
の
乙
に
対
す
る
意
見
開
陳
を
聞
く
こ
と
」
に
よ
り
甲
２
、
甲
３
の
追
随
を
予
測
し
、
　
甲
２
、
甲
３
等
は
、
同
様
に
、
「
自
分
達
が
乙
に
対
し
述
べ
る
意
見
が
甲
１
に
伝
わ
り
甲
１
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
、
か
つ
甲
１
の
乙
に
対
す
る
意
見
開
陳
を
聞
く
こ
と
」
に
よ
り
、
甲
１
の
行
為
を
予
測
し
て
い
る
。
　
結
局
、
甲
１
も
甲
２
、
甲
３
も
と
も
ど
も
、
「
取
引
の
相
手
方
（
乙
）
と
同
一
の
時
、
場
所
で
交
渉
し
た
際
に
、
自
ら
乙
に
対
し
意
見
を
開
陳
し
、
か
つ
他
の
同
業
者
が
同
様
に
乙
に
対
し
意
見
を
開
陳
す
る
の
を
聞
く
こ
と
」
が
、
相
互
の
行
為
を
予
測
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
　
3
0
新
聞
販
路
協
定
事
件
　
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
各
新
聞
販
売
店
は
、
統
制
団
体
及
び
新
聞
発
行
本
社
と
業
務
地
域
の
契
約
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
他
の
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新
聞
販
売
店
も
同
様
の
契
約
を
結
び
か
つ
そ
こ
で
定
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
の
み
業
務
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
相
互
に
予
測
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
予
測
の
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
　
と
こ
ろ
で
地
域
協
定
が
締
結
さ
れ
る
に
至
る
経
過
を
、
高
裁
判
決
及
び
公
取
審
決
双
方
の
事
実
認
定
を
総
合
し
て
考
察
す
る
と
、
大
略
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
①
昭
和
十
六
年
十
二
月
、
新
聞
の
発
行
及
び
販
売
が
統
制
さ
れ
る
に
及
び
そ
れ
ま
で
専
売
制
で
あ
っ
た
の
が
合
売
制
と
な
る
。
そ
の
こ
ろ
、
各
新
聞
販
売
店
間
の
相
談
に
よ
り
各
新
聞
販
売
店
の
業
務
地
域
が
分
け
ら
れ
、
こ
れ
に
新
聞
発
行
本
社
が
立
会
う
と
い
う
形
で
、
業
務
地
域
が
成
立
し
、
こ
れ
が
、
各
新
聞
販
売
店
と
各
新
聞
発
行
本
社
及
び
続
制
団
体
と
の
新
聞
販
売
に
関
す
る
個
々
の
契
約
に
よ
り
そ
の
ま
ま
業
務
地
域
と
定
め
ら
れ
た
。
　
②
そ
の
後
昭
和
二
十
年
六
月
、
統
制
団
体
と
販
売
店
が
協
議
し
改
め
て
地
域
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
終
戦
後
地
域
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
。
　
③
昭
和
二
十
三
年
四
月
、
統
制
団
体
が
解
散
さ
れ
、
従
来
の
契
約
は
失
効
し
た
。
し
か
し
、
事
業
形
態
は
関
係
者
間
に
従
来
の
形
で
存
続
し
、
た
だ
、
中
間
の
統
制
団
体
を
廃
し
て
、
本
社
と
販
売
店
間
の
直
接
の
契
約
関
係
と
な
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
み
て
、
田
ま
ず
、
戦
時
中
は
じ
め
て
各
新
聞
販
売
店
と
発
行
本
社
が
業
務
地
域
の
契
約
を
締
結
し
た
際
に
存
し
た
、
各
新
聞
販
売
店
の
相
互
の
行
為
の
予
測
は
、
「
昭
和
十
六
年
十
二
月
頃
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
各
新
聞
販
売
店
間
の
業
務
地
域
に
関
す
る
相
談
」
が
原
因
と
な
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
聞
昭
和
二
十
三
年
四
月
頃
、
中
間
の
統
制
団
体
の
解
散
に
伴
い
、
そ
れ
を
廃
し
て
、
各
新
聞
販
売
店
と
各
新
聞
発
行
本
社
間
に
直
接
の
地
域
契
約
が
（
暗
黙
の
う
ち
に
）
締
結
さ
れ
た
際
の
、
各
販
売
店
の
相
互
の
行
為
の
予
測
に
関
し
て
は
、
㈲
上
記
の
昭
和
十
六
年
―200―
十
二
月
頃
の
各
販
売
店
間
の
相
談
の
他
に
、
㈲
そ
の
頃
、
㈲
の
相
談
に
よ
り
成
立
し
た
地
域
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
契
約
が
各
新
聞
販
売
店
と
本
社
及
び
統
制
団
体
間
に
成
立
し
た
こ
と
、
㈲
昭
和
二
十
年
六
月
統
制
団
体
と
販
売
店
が
協
議
し
改
め
て
地
域
が
定
め
ら
れ
、
㈲
さ
ら
に
終
戦
後
地
域
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
及
び
㈲
そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
業
務
慣
行
等
が
、
予
測
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
年
六
月
の
統
制
団
体
と
販
売
店
の
協
議
、
及
び
終
戦
後
の
地
域
の
再
編
成
に
も
販
売
店
間
の
相
談
が
か
ら
ん
で
い
る
と
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
昭
和
二
十
三
年
四
月
頃
の
本
社
と
販
売
店
間
の
直
接
の
（
暗
黙
の
）
契
約
締
結
に
際
し
て
も
、
販
売
店
間
の
予
測
の
原
因
と
し
て
、
販
売
店
相
互
間
の
相
談
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
か
つ
他
の
事
件
と
総
合
的
に
考
察
す
る
と
き
、
本
件
の
合
意
の
成
立
要
件
中
に
も
、
湯
浅
木
材
事
件
等
と
同
様
に
、
「
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
相
互
の
行
為
の
予
測
の
原
因
と
し
て
の
、
話
合
い
（
相
談
）
の
存
在
」
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
4
0
以
上
に
よ
り
、
他
業
者
の
行
為
の
予
測
の
原
因
は
、
次
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
　
出
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
合
い
　
問
共
同
の
取
引
の
場
に
お
け
る
、
平
行
行
為
の
行
為
者
の
、
取
引
相
手
（
第
三
者
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
他
の
行
為
者
の
取
引
相
手
へ
の
意
見
開
陳
の
聴
取
　
　
（
―
）
　
山
湯
浅
木
材
工
業
（
株
）
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
に
お
い
て
は
、
行
為
の
予
測
の
原
因
は
、
当
事
者
間
の
集
会
に
お
け
る
雑
談
で
　
　
　
　
　
あ
り
、
卯
右
油
価
格
協
定
事
件
及
び
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
の
傍
論
に
お
け
る
行
為
の
予
測
の
原
因
は
、
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿
合
に
お
け
る
話
し
合
い
で
あ
り
、
ｍ
野
田
醤
油
（
株
）
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件
に
お
け
る
行
為
の
予
測
の
原
因
は
、
指
導
的
立
場
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
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る
業
者
へ
の
質
問
と
そ
の
解
答
で
あ
る
。
　
　
（
２
）
　
先
に
記
し
た
本
件
の
合
意
の
要
件
中
に
は
、
予
測
の
原
因
と
し
て
の
話
し
合
い
の
事
実
を
入
れ
な
か
っ
た
が
、
（
拙
稿
「
不
当
な
取
引
　
　
　
　
　
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
�
」
本
誌
四
十
七
・
四
十
八
合
併
号
二
四
六
？
二
四
七
頁
）
こ
こ
で
こ
れ
を
修
正
　
　
　
　
　
す
る
。
　
５
　
結
論
…
…
結
局
、
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
成
立
要
件
に
関
す
る
根
本
的
本
質
的
判
例
法
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
　
命
　
題
　
田
　
　
①
ｒ
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
話
合
い
、
も
し
く
は
2
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
共
同
の
取
引
の
場
に
お
け
る
第
三
者
（
取
　
引
相
手
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
に
基
づ
き
　
　
②
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
、
相
互
に
、
他
の
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
　
に
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
は
、
↓
不
当
な
取
引
制
限
の
要
件
の
法
律
事
実
た
る
意
思
の
連
絡
も
し
く
は
合
意
　
の
外
延
に
含
ま
れ
る
。
目
　
間
接
事
実
に
よ
る
証
明
、
に
関
す
る
審
判
決
の
本
質
的
態
度
　
Ｂ
に
お
い
て
は
、
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
認
定
を
容
易
に
す
る
為
に
審
、
判
決
が
そ
の
成
立
要
件
を
ど
の
程
度
緩
和
し
て
い
る
か
の
見
地
か
ら
、
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
に
関
す
る
本
質
的
原
理
的
判
例
法
の
発
見
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を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
次
に
、
こ
の
よ
う
に
緩
和
さ
れ
た
要
件
に
該
当
す
る
事
実
の
、
認
定
の
容
易
化
が
い
か
に
は
か
ら
れ
て
い
る
か
、
即
ち
、
ど
の
程
度
ま
で
間
接
事
実
に
よ
る
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
の
見
地
よ
り
、
審
判
決
の
原
理
的
本
質
的
態
度
の
発
見
を
試
み
た
い
。
Ｉ
　
湯
浅
木
材
事
件
、
新
聞
価
格
協
定
事
件
及
び
片
倉
製
糸
事
件
か
ら
の
帰
納
　
第
一
に
、
か
な
り
の
類
似
点
の
み
ら
れ
る
湯
浅
木
材
事
件
、
新
聞
価
格
協
定
事
件
及
び
片
倉
製
糸
事
件
の
考
察
よ
り
始
め
る
。
　
１
　
聞
接
事
実
よ
り
認
定
さ
れ
る
事
実
…
…
話
合
い
等
に
基
づ
く
行
為
予
測
及
び
意
思
決
定
。
　
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
三
事
件
に
お
い
て
、
間
接
事
実
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
事
実
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
　
①
湯
浅
木
材
工
業
事
件
に
お
い
て
は
　
【
集
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
雑
談
に
基
づ
き
他
の
メ
ン
バ
ー
の
行
為
を
予
測
し
、
自
己
も
こ
れ
に
歩
調
を
そ
ろ
え
よ
う
と
決
意
し
同
一
行
動
に
出
た
こ
と
」
で
あ
り
　
②
新
聞
販
路
協
定
事
件
に
お
い
て
は
、
「
各
販
売
店
は
、
各
製
造
販
売
業
者
（
＝
発
行
本
社
）
と
業
務
地
域
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
前
の
販
売
店
間
の
相
談
に
基
づ
き
、
（
自
己
が
そ
の
地
域
内
で
の
み
販
売
し
う
る
と
同
様
に
）
他
の
販
売
店
も
同
様
の
契
約
を
行
い
且
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
定
め
る
地
域
に
お
い
て
の
み
業
務
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
期
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
自
己
の
地
域
も
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
」
で
あ
り
、
　
③
片
倉
工
業
事
件
で
は
、
「
甲
１
、
甲
２
等
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
聴
取
に
基
づ
き
、
1
0
甲
１
が
、
乙
と
の
価
格
の
折
衝
に
あ
た
る
際
、
自
己
が
乙
と
の
間
に
決
定
す
る
価
格
に
他
の
業
者
（
甲
２
、
甲
３
…
…
）
も
追
随
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
お
り
、
2
0
ま
た
、
甲
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２
、
甲
３
等
も
、
具
体
的
意
見
を
開
陳
し
た
際
、
自
己
の
述
べ
る
見
解
が
乙
と
価
格
交
渉
す
る
甲
１
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
十
分
承
知
し
（
＝
甲
１
の
行
為
を
予
測
し
）
て
お
り
、
か
つ
も
し
甲
１
と
乙
間
に
価
格
が
決
定
さ
れ
れ
ば
各
自
も
ま
た
こ
れ
に
従
わ
ん
と
す
る
暗
黙
の
了
解
の
下
に
意
見
開
陳
を
行
っ
た
事
実
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
の
本
質
は
何
か
が
次
に
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
と
ら
え
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
　
「
1
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
話
し
合
い
、
も
し
く
は
2
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
共
同
の
取
引
の
場
に
お
け
る
第
三
者
（
取
引
相
手
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
に
基
づ
き
、
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
相
互
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
に
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
」
（
＝
命
題
出
の
要
件
部
分
）
　
２
　
間
接
事
実
１
・
…
：
平
行
行
為
群
の
存
存
及
び
そ
の
合
理
的
根
拠
の
証
明
の
不
存
在
　
次
に
、
上
記
事
実
の
認
定
の
為
の
間
接
事
実
と
し
て
機
能
し
た
事
実
を
考
察
し
て
み
る
に
、
ま
ず
第
一
に
い
え
る
こ
と
は
、
三
事
件
と
も
に
「
平
行
行
為
群
の
存
在
及
び
、
そ
れ
が
話
し
合
い
以
外
の
合
理
的
根
拠
に
基
づ
く
こ
と
の
積
極
的
証
明
が
被
審
人
側
か
ら
な
さ
れ
な
い
こ
と
」
が
、
間
接
事
実
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
　
①
湯
浅
木
材
事
件
の
間
接
事
実
中
の
「
業
者
の
行
為
が
一
致
し
た
事
実
（
＝
一
致
し
た
価
格
で
入
札
し
た
事
実
）
」
　
②
新
聞
販
路
協
定
事
件
の
間
接
事
実
中
の
次
の
事
実
、
即
ち
、
「
㈲
各
新
聞
販
売
店
と
各
新
聞
発
行
本
社
間
の
契
約
に
よ
り
、
各
販
売
店
の
業
務
活
動
を
行
う
べ
き
地
域
（
業
務
地
域
）
が
定
め
ら
れ
、
㈲
同
一
地
域
に
二
以
上
の
販
売
店
は
な
く
、
地
域
外
で
販
売
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
な
か
っ
た
事
実
」
及
び
　
③
片
倉
工
業
事
件
の
間
接
事
実
中
の
次
の
事
実
、
即
ち
「
㈲
ま
ず
甲
１
と
乙
の
間
で
価
格
を
決
定
し
取
引
を
行
い
、
㈲
甲
２
、
甲
３
等
も
甲
１
の
決
定
し
た
価
格
と
同
一
価
格
で
乙
と
取
引
を
行
っ
た
事
実
」
―204 ―
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
本
質
を
「
平
行
行
為
群
の
存
在
」
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ま
た
、
①
湯
浅
木
材
事
件
の
間
接
事
実
中
に
「
各
業
者
の
原
価
計
算
の
結
果
が
区
々
で
あ
り
、
行
動
の
一
致
が
、
（
そ
れ
が
複
数
の
、
協
定
に
基
づ
か
ぬ
独
立
の
行
為
の
併
存
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
示
す
）
合
理
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
な
い
こ
と
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
②
他
の
二
事
件
に
お
い
て
も
、
平
行
行
為
群
の
存
在
を
説
明
し
得
る
合
意
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
積
極
的
証
明
が
な
さ
れ
て
な
い
こ
と
、
を
考
慮
す
る
と
き
、
こ
の
三
事
件
の
間
接
事
実
中
に
は
「
平
行
行
群
為
の
存
在
を
説
明
し
う
る
合
意
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
積
極
的
証
明
が
、
被
審
人
側
か
ら
な
さ
れ
な
い
こ
と
」
が
含
ま
れ
る
、
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
３
　
間
接
事
実
２
・
・
：
：
田
話
合
ま
た
は
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
及
び
問
行
為
予
測
の
動
機
の
存
在
及
び
話
合
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
く
行
為
の
予
測
の
可
能
性
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
。
　
最
後
に
、
三
事
件
の
間
接
事
実
中
前
記
２
の
平
行
行
為
群
云
云
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
事
実
を
残
い
た
部
分
は
、
そ
の
本
質
を
、
　
「
田
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
合
、
も
し
く
は
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
取
引
相
手
（
＝
第
三
者
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
及
び
卵
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
に
互
い
の
行
為
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
及
び
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
が
互
の
行
為
を
出
の
話
合
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
な
い
し
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
」
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
　
①
ま
ず
湯
浅
木
材
事
件
に
お
い
て
は
、
前
記
２
の
平
行
行
為
群
の
存
在
云
云
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
実
を
除
い
た
間
接
事
実
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
1
0
当
時
、
各
業
者
が
、
と
る
べ
き
行
為
に
つ
き
相
互
に
他
の
意
中
を
忖
度
し
合
っ
て
い
た
事
実
　
２
０
ａ
業
者
が
集
合
し
、
と
る
べ
き
行
為
に
つ
き
雑
談
し
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ｂ
あ
る
業
者
が
一
定
の
行
為
を
と
る
こ
と
が
適
当
と
思
う
旨
を
発
表
し
、
多
く
の
業
者
が
こ
れ
に
和
し
　
　
ｃ
少
く
と
も
一
人
の
業
者
が
一
般
の
空
気
を
推
察
し
た
事
実
　
こ
れ
ら
の
事
実
の
う
ち
、
２
０
ａ
の
事
実
は
、
先
に
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
「
（
他
の
行
為
者
の
行
為
の
予
測
の
原
因
と
な
る
）
平
行
行
為
者
間
の
話
合
い
の
事
実
」
で
あ
り
、
1
0
及
び
２
０
ｂ
ｃ
の
事
実
は
、
そ
の
本
質
を
「
平
行
行
為
の
行
為
者
達
に
互
い
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
が
存
存
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
（
１
０
）
、
及
び
上
記
話
し
合
い
に
基
づ
く
相
互
の
行
為
予
測
が
可
能
も
し
く
は
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
情
（
２
０
ｂ
ｃ
）
」
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
②
次
に
新
聞
販
路
協
定
事
件
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
前
記
２
の
平
行
行
為
群
の
存
在
云
云
以
外
の
間
接
事
実
と
し
て
は
、
1
0
「
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
と
に
か
く
、
各
販
売
店
は
、
自
己
の
地
域
外
に
進
出
す
る
こ
と
は
必
然
他
の
販
売
店
に
自
己
の
地
域
へ
の
進
出
を
許
す
こ
と
に
な
り
結
局
自
己
の
地
域
も
保
全
し
得
な
く
な
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
為
、
地
域
は
そ
の
地
域
内
で
の
み
新
聞
の
販
売
を
な
し
得
べ
き
地
域
で
あ
っ
て
他
の
地
域
に
お
い
て
は
事
業
活
動
を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
と
諒
解
し
て
い
た
こ
と
」
の
み
を
考
え
た
。
　
こ
れ
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
湯
浅
木
材
工
業
事
件
の
よ
う
に
、
「
ｍ
ｏ
話
合
い
の
事
実
及
び
②
平
行
行
為
の
行
為
者
各
自
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
さ
せ
る
動
機
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
事
情
及
び
話
合
に
基
づ
く
相
互
の
行
為
予
測
の
可
能
（
容
易
）
性
を
示
す
事
情
の
存
在
」
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
し
か
し
、
湯
浅
木
材
工
業
事
件
と
総
合
的
に
本
事
件
を
考
察
し
て
み
る
と
、
「
各
販
売
店
は
、
各
製
造
販
売
業
者
（
Ｈ
発
行
本
社
」
と
業
務
地
域
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た
っ
て
、
販
売
店
間
の
地
域
分
割
の
相
談
に
基
づ
き
、
自
己
が
そ
の
（
９
本
社
と
の
契
約
に
ょ
り
定
ま
る
）
地
域
内
で
の
み
販
売
し
う
る
と
同
様
に
、
他
の
販
売
店
も
同
様
の
契
約
を
行
い
そ
の
契
約
に
ょ
っ
て
定
め
る
地
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域
に
お
い
て
の
み
業
務
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
予
期
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
自
己
の
地
域
も
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
相
互
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
」
の
認
定
の
為
の
間
接
事
実
と
し
て
、
上
記
1
0
の
事
実
の
他
に
、
2
0
戦
時
中
の
販
売
店
間
の
地
域
分
割
の
相
談
及
び
終
戦
後
の
地
域
の
再
編
成
（
こ
の
中
に
は
、
最
少
限
の
要
素
と
し
て
、
販
売
店
聞
の
地
域
再
編
成
の
相
談
が
入
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
）
3
0
業
務
慣
行
と
し
て
の
平
行
行
為
群
の
存
在
、
4
0
専
売
制
か
ら
合
売
制
に
変
り
競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
、
等
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
間
接
事
実
の
本
質
は
、
湯
浅
木
材
工
業
事
件
と
同
様
に
田
、
話
合
い
の
事
実
（
＝
上
記
２
０
の
相
談
の
事
実
）
及
び
囲
平
行
行
為
者
相
互
間
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
　
（
4
0
）
か
つ
話
合
に
基
づ
く
そ
の
予
測
の
可
能
（
容
易
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
情
（
上
記
１
０
及
び
3
0
）
、
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
　
③
ま
た
、
片
倉
工
業
（
株
）
事
件
に
つ
い
て
も
、
先
に
、
前
記
２
の
平
行
行
為
群
の
存
在
云
云
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
実
以
外
の
聞
接
事
実
と
し
て
は
、
　
1
0
商
品
の
売
買
の
一
方
の
当
事
者
た
る
複
数
の
業
者
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
等
が
取
引
の
相
手
方
（
乙
）
と
の
会
合
に
出
席
し
、
一
定
価
格
を
主
張
す
る
乙
に
対
し
価
格
に
関
す
る
（
一
致
し
た
）
具
体
的
意
見
を
述
べ
か
つ
そ
れ
を
相
互
に
聴
取
し
　
2
0
ま
た
、
甲
１
と
乙
間
の
交
渉
結
果
が
直
ち
に
甲
側
の
少
く
と
も
一
部
の
者
に
報
告
さ
れ
た
事
実
の
み
を
あ
げ
た
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
の
本
質
を
湯
浅
木
材
事
件
と
同
様
に
「
田
話
合
い
の
事
実
、
及
び
聞
平
行
行
為
者
相
互
間
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
の
存
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
及
び
話
合
に
基
づ
く
そ
の
予
測
の
可
能
な
い
し
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
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測
せ
し
め
る
事
情
」
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
　
こ
の
場
合
、
1
0
の
意
見
開
陳
及
び
聴
取
の
事
実
は
、
Ｉ
で
前
述
し
た
合
意
の
成
立
要
件
中
の
、
他
の
行
為
者
の
行
為
の
予
測
の
原
因
と
い
う
意
味
で
、
田
の
話
し
合
い
の
事
実
に
対
応
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
卵
の
事
実
の
具
体
的
表
れ
と
し
て
の
間
接
事
実
が
本
事
件
に
存
在
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
1
0
の
事
実
は
、
湯
浅
木
材
事
件
の
「
雑
談
」
に
較
べ
て
、
参
加
者
が
ず
っ
と
少
数
で
あ
る
こ
と
（
＝
湯
浅
木
材
事
件
に
お
い
て
は
、
一
度
に
九
～
十
四
、
五
名
ず
つ
集
合
雑
談
し
て
全
部
で
六
十
五
名
に
意
思
の
連
絡
あ
り
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
片
倉
工
業
事
件
に
お
い
て
は
、
一
度
に
三
ヽ
ど
五
名
が
取
引
相
手
と
の
会
合
に
出
席
し
、
具
体
的
意
見
を
開
陳
し
、
全
体
と
し
て
六
名
に
意
思
の
連
絡
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
）
か
ら
み
て
、
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
は
よ
り
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
1
0
の
事
実
は
意
見
開
陳
及
び
聴
取
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
身
「
萌
（
意
見
開
陳
及
び
聴
取
に
基
づ
く
）
他
の
行
為
者
の
行
為
の
予
測
の
可
能
性
を
示
す
事
情
」
と
し
て
の
性
格
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
　
ま
た
、
2
0
の
結
果
報
告
の
事
実
は
、
甲
２
、
甲
３
等
に
甲
１
の
行
為
を
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
、
従
っ
て
甲
２
等
に
甲
１
の
行
為
を
予
測
せ
し
め
る
動
機
の
存
存
す
る
こ
と
を
示
す
事
情
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
さ
ら
に
、
上
記
１
０
、
2
0
の
事
実
の
他
に
　
3
0
「
共
同
対
価
決
定
行
為
の
発
端
と
な
っ
た
会
合
（
昭
和
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
）
の
一
年
経
前
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
頃
）
か
ら
、
各
県
に
お
け
る
繭
の
取
引
標
準
掛
目
の
決
定
は
当
該
県
庁
関
係
官
及
び
養
蚕
団
体
並
び
に
製
糸
業
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
繭
価
研
究
会
に
お
い
て
相
互
に
交
渉
協
議
の
結
果
行
わ
れ
て
お
り
、
埼
玉
県
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
五
年
二
月
以
降
も
繭
価
を
安
定
し
蚕
糸
業
者
の
繭
処
理
困
難
を
防
止
す
る
た
め
の
標
準
掛
目
を
決
定
す
る
必
要
か
ら
、
埼
玉
県
庁
が
養
旅
団
体
側
と
製
糸
業
者
側
と
の
掛
目
に
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関
す
る
意
見
を
き
く
と
い
う
こ
と
で
春
蚕
処
理
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催
し
そ
の
一
方
ま
た
は
双
方
を
随
時
随
所
に
招
集
し
て
そ
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
こ
と
、
及
び
こ
の
研
究
会
の
行
為
が
私
的
独
占
禁
止
法
及
び
事
業
者
団
体
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
生
じ
た
た
め
農
林
省
は
昭
和
二
十
五
年
五
月
十
日
付
の
通
ち
ょ
う
で
か
か
る
機
関
は
設
置
し
な
い
と
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
及
び
　
4
0
「
製
糸
業
者
側
に
は
製
糸
業
者
を
構
成
業
者
と
し
、
製
糸
業
の
改
良
発
達
な
ら
び
に
会
員
間
の
連
絡
相
互
協
調
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
者
団
体
（
＝
埼
玉
県
製
糸
協
会
）
の
会
長
（
竹
入
真
人
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
会
長
が
先
導
的
に
ま
ず
養
蚕
側
と
価
格
決
定
を
行
っ
た
こ
と
」
等
が
認
定
資
料
と
し
て
働
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
「
行
為
の
予
測
動
機
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
　
（
3
0
）
及
び
こ
の
予
測
の
可
能
（
容
易
）
性
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
（
3
0
、
が
）
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
片
倉
工
業
事
件
も
、
湯
浅
木
材
事
件
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
片
倉
事
件
に
お
け
る
間
接
事
実
の
本
質
的
内
容
と
し
て
、
平
行
行
為
群
の
存
在
の
他
に
　
（
田
字
訓
の
原
因
と
し
て
の
）
商
品
の
売
買
の
一
方
の
当
事
者
た
る
複
数
の
業
者
（
甲
１
、
甲
２
…
…
）
が
、
取
引
の
相
手
方
（
乙
）
と
の
会
合
に
出
席
し
、
乙
に
対
し
価
格
に
関
す
る
具
体
的
意
見
を
述
べ
か
つ
他
の
同
業
者
（
甲
１
、
甲
２
…
…
）
の
そ
れ
を
聴
取
し
た
事
実
（
＝
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
（
1
0
）
）
、
及
び
聞
甲
１
、
甲
２
等
相
互
間
に
互
い
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
及
び
田
の
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
く
行
為
予
測
の
可
能
性
な
い
し
容
易
性
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
（
1
０
2
０
3
０
4
０
）
」
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
４
　
結
論
…
…
従
っ
て
、
湯
浅
木
材
工
業
事
件
、
新
聞
販
路
協
定
事
件
、
片
倉
工
業
事
件
の
三
事
件
よ
り
、
次
の
よ
う
な
法
命
題
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が
帰
納
さ
れ
よ
う
。
　
命
　
題
　
Ｇ
　
１
０
平
行
行
為
群
の
存
在
、
及
び
そ
れ
を
説
明
し
う
る
意
思
の
連
絡
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
（
被
審
人
側
か
ら
の
）
積
極
的
証
明
の
　
　
不
存
在
　
2
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
合
、
も
し
く
は
　
　
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
取
引
相
手
（
＝
第
三
者
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
の
存
存
、
及
び
　
3
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
相
互
間
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
及
び
　
　
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
が
互
い
の
行
為
を
2
0
の
話
合
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
な
い
し
容
　
　
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
間
接
事
実
と
し
て
（
＝
十
分
条
件
）
　
　
↓
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
、
相
互
に
、
2
0
の
話
合
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
　
　
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
っ
た
こ
と
、
が
推
定
な
い
し
証
明
　
　
さ
れ
る
。
　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
○
」
本
誌
第
四
十
六
号
　
百
三
十
八
頁
。
　
　
（
２
）
　
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
�
」
本
誌
第
四
十
七
、
四
十
八
合
併
号
　
二
百
四
十
七
頁
～
　
　
　
　
　
二
百
四
十
八
頁
。
　
　
（
３
）
　
同
二
百
六
十
三
頁
。
　
　
（
４
）
　
前
掲
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
０
」
　
百
三
十
八
頁
Ａ
３
０
。
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（
５
）
　
前
掲
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
昌
」
　
二
百
四
十
七
頁
　
２
①
②
。
　
　
（
６
）
　
同
二
百
六
十
三
頁
②
　
二
百
五
十
九
頁
２
０
　
二
百
六
十
頁
4
0
。
　
　
（
６
）
　
拙
稿
　
前
掲
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
○
」
　
百
三
十
八
頁
。
　
　
（
７
）
　
同
　
　
（
８
）
　
拙
稿
　
前
掲
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
昌
」
　
二
百
四
十
七
頁
～
二
百
四
十
八
頁
　
二
百
四
　
　
　
　
　
十
八
頁
③
。
　
　
（
９
）
　
新
聞
販
路
協
定
事
件
（
東
京
高
裁
　
昭
和
二
八
年
三
月
九
日
判
決
高
裁
民
集
六
巻
九
号
四
三
五
頁
以
下
）
、
理
由
第
一
の
二
、
及
び
審
　
　
　
　
　
決
集
三
巻
十
頁
？
十
三
頁
事
実
お
よ
び
証
拠
二
、
？
四
、
参
照
。
　
　
（
1
0
）
　
拙
稿
　
前
掲
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
�
」
　
二
百
五
十
九
頁
～
二
百
六
十
頁
　
行
動
類
型
　
　
　
　
　
Ａ
３
１
０
、
３
０
。
　
　
（
1
1
）
　
公
正
取
引
委
員
会
審
決
集
四
巻
八
六
～
八
七
頁
。
　
　
（
1
2
）
　
3
0
の
事
実
は
、
製
糸
業
者
が
互
い
の
言
動
に
多
く
接
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
だ
け
後
の
交
渉
の
場
に
お
い
て
行
為
の
予
測
を
　
　
　
　
　
可
能
な
い
し
容
易
な
ら
し
め
る
事
情
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
3
0
の
事
実
は
同
時
に
、
競
争
制
限
へ
の
指
向
の
存
在
を
示
　
　
　
　
　
し
、
従
っ
て
互
い
の
行
為
の
予
測
へ
の
指
向
な
い
し
動
機
の
存
在
を
示
す
事
情
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
4
0
の
事
実
は
、
竹
入
が
指
導
的
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ
は
、
第
三
者
へ
の
意
思
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
に
基
　
　
　
　
　
づ
き
、
竹
入
自
身
が
他
の
製
糸
業
者
の
追
随
を
予
想
し
、
ま
た
他
の
業
者
も
竹
入
の
行
為
（
自
己
の
開
陳
意
見
を
考
慮
し
た
行
為
を
竹
　
　
　
　
　
入
が
と
る
こ
と
）
を
予
想
す
る
こ
と
を
可
能
（
容
易
）
な
ら
し
め
る
事
情
と
い
え
る
。
Ⅱ
　
川
口
製
糸
（
株
）
事
件
及
び
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
（
株
）
事
件
か
ら
の
帰
納
　
　
　
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
呻
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１
　
両
事
件
の
認
定
態
度
　
次
に
、
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
認
定
を
否
定
し
て
い
る
標
記
二
事
件
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
両
事
件
の
認
定
態
度
を
こ
こ
に
再
述
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
川
口
製
糸
（
株
）
事
件
の
認
定
態
度
「
次
の
1
0
添
の
事
実
類
型
よ
り
構
成
さ
れ
る
行
為
類
型
に
該
当
す
る
事
実
が
認
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
↓
『
甲
２
、
甲
３
等
に
甲
１
と
乙
間
に
価
格
が
決
定
さ
れ
れ
ば
各
々
そ
れ
に
従
わ
ん
と
す
る
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
』
と
は
認
定
で
き
な
い
。
　
行
為
類
型
　
1
0
売
買
取
引
の
一
方
の
当
事
者
た
る
複
数
の
事
業
者
（
甲
１
、
甲
２
、
甲
３
…
…
）
が
、
取
引
の
相
手
方
（
乙
）
と
の
会
合
に
出
席
　
　
し
、
　
2
0
甲
側
の
一
人
甲
１
と
乙
と
が
ま
ず
、
価
格
に
つ
い
て
交
渉
決
定
し
、
　
3
0
残
り
の
業
者
（
甲
２
、
甲
３
…
…
）
も
こ
の
決
定
価
格
で
乙
と
取
引
を
行
っ
た
。
　
4
0
甲
１
は
、
自
己
が
乙
と
の
間
に
決
定
す
る
価
格
に
甲
２
、
甲
３
：
：
：
も
追
随
し
た
と
同
じ
結
果
に
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
価
格
　
　
の
交
渉
に
当
っ
て
い
た
。
　
5
0
①
し
か
し
、
甲
２
、
甲
３
…
…
は
（
乙
よ
り
甲
１
と
の
交
渉
成
立
の
上
は
引
続
き
交
渉
を
す
べ
く
出
席
方
の
通
知
を
受
け
、
会
合
に
出
席
　
　
し
）
甲
１
と
乙
の
価
格
安
沙
中
は
、
単
な
る
傍
聴
者
と
し
て
出
席
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
　
　
②
甲
１
と
乙
の
価
格
決
定
は
、
重
要
部
分
が
甲
２
、
甲
３
等
に
知
ら
れ
な
い
方
法
で
行
わ
れ
、
甲
１
と
乙
と
の
交
渉
が
終
る
　
　
や
、
甲
２
、
甲
３
等
は
甲
１
と
乙
間
の
決
定
経
過
及
び
結
果
に
つ
き
な
ん
ら
の
連
絡
も
受
く
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
個
別
に
乙
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と
交
渉
し
価
格
の
決
定
を
し
た
。
」
　
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
事
件
の
認
定
態
度
「
証
拠
等
に
基
づ
き
⑤
1
0
業
者
間
に
会
合
が
も
た
れ
、
競
争
制
限
的
行
為
が
話
題
と
さ
れ
、
多
数
の
者
が
競
争
制
限
的
行
為
を
と
る
よ
う
決
心
す
る
に
至
①
2
0
二
、
三
の
顕
著
な
例
外
を
除
い
て
、
あ
る
標
準
（
例
え
ば
減
算
率
）
か
ら
み
て
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
行
為
群
（
平
行
行
　
為
群
）
が
存
在
し
、
こ
れ
が
経
済
法
則
に
よ
り
説
明
で
き
な
い
こ
と
、
　
が
認
定
さ
れ
た
場
合
で
も
｛
｝
）
1
0
会
合
に
お
い
て
、
反
対
を
明
ら
か
に
唱
え
る
者
が
少
数
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
反
対
意
見
ま
で
も
拘
束
す
る
よ
う
な
決
議
が
黙
　
示
的
に
も
成
立
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
⑧
2
0
上
記
標
準
（
例
え
ば
減
算
率
）
か
ら
み
て
、
上
記
平
行
行
為
群
と
は
顕
著
に
異
な
る
行
動
を
と
る
者
が
二
、
三
あ
り
、
ｅ
３
０
事
業
者
団
体
、
行
政
官
庁
等
、
業
者
へ
の
影
響
力
が
強
い
者
か
ら
競
争
制
限
的
行
為
を
と
る
こ
と
へ
の
具
体
的
要
請
が
な
さ
　
れ
、
業
者
の
各
々
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
為
し
た
と
認
定
さ
れ
得
る
余
地
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
　
士
法
命
題
Ａ
２
０
の
要
件
（
＝
…
…
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
う
こ
と
を
予
測
す
ろ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
こ
と
）
に
該
当
す
る
事
実
は
認
定
さ
れ
な
い
。
」
　
２
　
認
定
を
否
定
さ
れ
た
事
実
の
本
質
…
…
行
為
の
予
測
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ま
ず
第
一
に
、
こ
の
両
事
件
に
お
い
て
は
、
前
述
の
緩
和
さ
れ
た
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
た
る
行
為
類
型
「
１
０
平
行
行
為
の
行
為
者
連
の
話
合
い
、
も
し
く
は
　
2
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
共
同
の
取
引
の
場
に
お
け
る
取
引
相
手
（
＝
第
三
者
）
へ
の
意
見
の
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
に
基
づ
き
、
複
数
の
業
者
が
、
相
互
に
、
他
の
業
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
に
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
」
に
該
当
す
る
事
実
の
存
存
が
、
そ
の
認
定
を
否
定
さ
れ
て
い
る
。
　
即
ち
、
ま
ず
川
口
製
糸
事
件
に
お
い
て
は
、
「
甲
２
、
甲
３
等
に
、
甲
１
と
乙
間
に
価
格
が
決
定
さ
れ
れ
ば
各
々
そ
れ
に
従
わ
ん
と
す
る
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
」
と
は
認
定
で
き
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
事
件
に
お
い
て
は
、
「
単
に
生
産
制
限
に
つ
い
て
話
合
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
そ
の
情
況
か
ら
業
者
ら
は
他
の
す
べ
て
の
業
者
も
生
産
制
限
を
行
う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
信
頼
し
て
各
自
生
産
制
限
を
実
行
し
た
こ
と
」
の
認
定
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
認
定
を
否
定
さ
れ
た
事
実
は
、
い
ず
れ
も
、
上
記
行
為
類
型
を
本
質
と
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
３
　
２
の
行
為
類
型
該
当
事
実
の
認
定
の
否
定
に
導
く
事
情
　
次
に
、
い
か
な
る
情
況
の
も
と
に
２
の
行
為
類
型
該
当
事
実
の
認
定
が
否
定
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
　
①
ま
ず
、
川
口
製
糸
（
株
）
事
件
を
み
る
と
、
「
甲
側
の
一
人
甲
１
と
乙
と
が
ま
ず
価
格
に
つ
い
て
交
渉
決
定
を
し
（
2
0
）
、
残
り
の
業
者
（
甲
２
、
甲
３
等
）
も
こ
の
決
定
価
格
に
従
っ
て
乙
と
取
引
を
行
っ
た
（
ｙ
）
」
と
い
う
事
実
類
型
は
、
平
行
行
為
群
の
存
在
を
示
す
。
ま
た
本
件
に
お
い
て
、
こ
れ
を
説
明
す
る
（
意
思
の
連
絡
以
外
の
）
合
理
的
根
拠
の
積
極
的
証
明
は
存
在
し
て
い
な
い
。
　
し
か
し
、
「
甲
２
、
甲
Ｃ
Ｏ
は
甲
１
と
乙
の
価
格
交
渉
中
は
単
な
る
傍
聴
者
と
し
て
出
席
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
甲
１
と
乙
の
価
格
決
定
は
重
要
部
分
が
甲
２
、
甲
３
等
に
知
ら
れ
な
い
力
法
で
行
わ
れ
、
甲
１
と
乙
と
の
交
渉
が
終
る
や
、
甲
２
、
甲
３
等
は
、
―214―
甲
１
と
乙
間
の
決
定
経
過
及
び
結
果
に
つ
き
何
ら
の
連
絡
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
個
別
に
乙
と
交
渉
し
価
格
の
決
定
を
し
た
　
（
ｙ
）
」
と
い
う
事
実
類
型
は
、
平
行
行
為
の
行
為
者
の
一
部
（
甲
２
、
甲
３
）
に
意
見
開
陳
及
び
甲
１
の
開
陳
意
兌
の
聴
取
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
②
ま
た
東
洋
レ
ー
ョ
ン
事
件
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
「
あ
る
標
準
（
＝
減
算
率
）
か
ら
み
て
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
平
行
行
為
群
が
存
在
し
、
こ
れ
が
経
済
法
則
に
よ
り
説
明
で
き
な
く
と
も
（
ｅ
２
０
）
、
事
業
者
団
体
、
行
政
官
庁
等
、
業
者
へ
の
影
響
力
が
強
い
者
か
ら
競
争
制
限
的
行
為
を
と
る
こ
と
へ
の
具
体
的
要
請
が
な
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
各
々
が
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
為
し
た
と
認
定
さ
れ
う
る
余
地
が
認
め
ら
れ
（
⑧
3
0
）
か
つ
、
上
記
標
準
か
ら
み
て
、
上
記
平
行
行
為
群
と
は
顕
著
に
異
な
る
行
動
を
と
る
者
が
二
、
三
あ
っ
た
こ
と
（
⑧
2
0
）
」
が
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
1
9
平
行
行
為
群
の
存
在
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
一
部
み
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
平
行
行
為
群
に
も
そ
れ
を
説
明
し
う
る
、
意
思
の
連
絡
以
外
の
合
理
的
根
拠
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
。
　
次
に
、
「
業
者
間
に
会
合
が
も
た
れ
、
競
争
制
限
的
行
為
が
話
題
と
さ
れ
、
多
数
の
者
が
競
争
制
限
的
行
為
を
と
る
よ
う
決
心
す
る
に
至
っ
た
（
⑤
1
0
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
合
に
お
い
て
反
対
を
明
ら
か
に
唱
え
る
者
が
少
数
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
反
対
意
見
ま
で
も
拘
束
す
る
よ
う
な
決
議
が
黙
示
的
に
も
成
立
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
（
Θ
1
0
）
」
が
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
会
合
及
び
話
合
い
の
存
存
を
示
す
と
同
時
に
、
平
行
行
為
の
行
為
者
各
自
が
、
会
合
の
話
合
い
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
事
情
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
要
す
る
に
、
２
の
行
為
類
型
該
当
事
実
の
認
定
の
否
定
を
導
い
た
情
況
と
は
、
川
口
製
糸
事
件
に
お
い
て
は
、
　
「
ａ
会
合
及
び
ｂ
（
意
思
の
連
絡
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
証
明
の
な
い
）
平
行
行
為
群
は
存
在
す
る
が
、
ｃ
平
行
行
為
の
行
為
者
の
第
三
者
（
＝
取
引
相
手
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
が
十
分
で
な
い
」
と
い
う
情
況
で
あ
り
、
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東
洋
レ
ー
ョ
ン
（
株
）
事
件
に
お
い
て
は
、
「
ａ
会
合
、
話
合
い
は
存
在
す
る
が
、
ｂ
平
行
行
為
群
に
顕
著
な
例
外
が
あ
り
、
例
外
を
除
い
た
平
行
行
為
群
に
も
合
理
的
根
拠
が
あ
り
、
ｃ
話
合
い
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
示
す
事
情
が
あ
る
」
と
い
う
情
況
で
あ
る
。
　
４
　
結
　
論
　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
川
口
製
糸
事
件
及
び
東
洋
レ
ー
ョ
ン
事
件
か
ら
の
帰
納
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
命
題
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
ｊ
命
題
ｍ
　
　
　
　
　
ぐ
　
田
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
話
合
い
も
し
く
は
第
三
者
へ
の
意
見
開
陳
及
び
聴
取
が
欠
け
る
場
合
、
ま
た
は
、
　
聞
㈲
平
行
行
為
群
に
顕
著
な
例
外
が
あ
り
、
例
外
を
除
い
た
平
行
行
為
群
に
も
、
話
合
い
及
び
意
見
開
陳
聴
取
以
外
の
合
理
　
　
的
根
拠
が
あ
り
、
か
つ
㈲
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
の
可
能
性
　
　
　
（
召
訟
区
々
）
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
示
す
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
士
（
命
題
面
の
要
件
部
分
の
他
の
条
件
が
備
っ
て
い
　
　
る
場
合
で
も
）
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
、
相
互
に
、
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
及
び
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
　
　
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
し
た
こ
と
の
認
定
は
否
定
　
　
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
（
１
）
　
前
掲
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
め
考
察
�
」
二
六
五
～
二
六
六
頁
。
　
　
（
２
）
　
前
掲
拙
稿
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
日
」
一
四
三
頁
、
一
五
〇
～
一
五
一
頁
。
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Ⅲ
　
野
田
醤
油
事
件
か
ら
の
帰
納
　
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
「
事
実
及
び
証
拠
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
被
審
人
四
社
が
会
合
し
た
事
実
及
び
一
致
し
た
価
格
で
醤
油
を
販
売
し
た
事
実
は
自
白
に
よ
り
認
定
さ
れ
、
ま
た
「
そ
の
会
合
に
お
い
て
、
指
導
的
業
者
甲
１
に
対
し
、
他
の
同
業
者
甲
２
、
甲
３
等
か
ら
甲
１
の
将
来
と
る
べ
き
価
格
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
、
甲
１
か
ら
そ
の
返
答
が
な
さ
れ
、
甲
２
、
甲
３
等
も
こ
れ
に
同
調
し
た
事
実
」
は
、
参
考
人
の
陳
述
そ
の
他
の
直
接
証
拠
及
び
甲
１
、
甲
２
等
が
一
致
し
た
価
格
で
醤
油
を
販
売
し
た
事
実
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
。
　
問
題
は
同
調
の
事
実
の
認
定
方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
直
接
証
拠
及
び
間
接
事
実
（
一
致
し
た
価
格
で
醤
油
を
販
売
し
た
事
実
）
が
、
同
調
の
事
実
の
認
定
に
ど
う
働
い
た
か
は
必
ず
し
も
「
事
実
及
び
証
拠
」
の
記
載
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
∽
ま
ず
、
同
調
の
事
実
も
直
接
証
拠
中
心
に
認
定
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
本
稿
の
問
題
意
識
よ
り
す
る
と
き
は
あ
ま
り
考
察
の
意
味
が
な
い
。
　
㈲
し
か
し
、
本
審
決
に
お
い
て
は
、
「
会
合
、
質
問
、
返
答
、
一
致
し
た
価
格
で
販
売
し
た
こ
と
」
の
他
に
、
　
ａ
日
本
醤
油
協
会
（
＝
被
審
人
四
社
そ
の
他
の
醤
油
業
者
を
構
成
員
と
し
、
会
員
の
連
絡
、
諸
情
報
の
交
換
等
に
努
め
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
　
　
る
事
業
者
団
体
）
が
、
情
報
に
基
づ
い
て
醤
油
の
統
制
価
格
が
撤
廃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
予
想
す
る
に
至
っ
た
こ
と
　
ｂ
そ
の
後
こ
の
協
会
の
会
長
と
被
審
人
四
社
の
代
表
者
が
会
合
し
、
統
制
撤
廃
後
の
価
格
に
つ
い
て
意
兌
の
交
換
を
行
っ
た
こ
と
　
ｃ
そ
の
後
、
物
価
庁
よ
り
、
醤
油
の
統
制
価
格
は
当
分
の
間
停
止
す
る
旨
の
連
絡
、
及
び
同
庁
な
ら
び
に
上
記
協
会
か
ら
統
制
価
　
　
格
停
止
後
の
価
格
に
つ
い
て
の
自
粛
要
望
、
が
な
さ
れ
た
こ
と
等
の
事
実
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
も
同
調
の
事
実
の
認
定
の
為
の
間
接
事
実
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
―217―
な
く
は
な
い
。
　
即
ち
、
同
調
の
事
実
は
次
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
ま
ず
、
自
白
、
直
接
証
拠
等
に
基
づ
き
、
1
0
会
合
、
質
問
、
返
答
の
事
実
、
2
0
一
致
し
た
価
格
で
販
売
し
た
事
実
、
及
び
、
３
０
ａ
日
本
醤
油
協
会
の
統
制
価
格
撤
廃
の
予
想
、
ｂ
協
会
長
と
被
審
人
四
社
代
表
の
統
制
撤
廃
後
の
価
格
に
関
す
る
意
見
交
換
、
ｃ
物
価
庁
よ
り
の
統
制
価
格
停
止
の
連
絡
、
及
び
ｄ
物
価
庁
及
び
被
審
人
協
会
か
ら
の
統
制
価
格
停
止
後
の
価
格
に
つ
い
て
の
自
粛
要
望
等
の
事
実
を
認
定
し
、
次
い
で
、
こ
れ
ら
を
間
接
事
実
と
し
て
同
調
の
事
実
を
認
定
し
た
と
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
場
合
1
0
の
事
実
の
本
質
は
、
話
合
で
あ
り
、
2
0
の
事
実
の
本
質
は
、
平
行
行
為
群
の
存
存
で
あ
り
、
3
0
の
事
実
の
本
質
は
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
（
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
）
及
び
話
合
い
に
基
づ
く
予
測
の
可
能
性
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
（
ｂ
）
の
存
在
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
審
決
の
認
定
態
度
も
ま
た
、
前
記
命
題
卵
を
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
（
１
）
　
拙
稿
　
前
掲
「
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
�
」
　
二
百
五
十
二
頁
。
Ⅳ
　
石
油
価
格
協
定
事
件
　
本
事
件
に
お
い
て
は
、
直
接
証
拠
及
び
次
の
事
実
、
即
ち
、
　
１
０
当
事
者
が
競
争
激
化
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
事
実
　
2
0
会
合
に
お
い
て
、
価
格
の
問
題
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
が
事
前
に
参
会
者
に
判
っ
て
い
た
事
実
　
3
0
会
合
出
席
者
に
、
そ
の
担
当
業
務
の
内
容
か
ら
み
て
、
会
社
の
為
価
格
協
定
を
す
る
権
限
が
あ
っ
た
事
実
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を
根
拠
と
し
て
、
被
審
人
達
が
一
定
価
格
を
基
準
と
し
て
自
粛
販
売
す
る
と
の
了
解
に
達
し
た
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
。
　
こ
の
場
合
、
認
定
事
実
は
、
一
定
の
競
争
制
限
的
行
為
を
行
う
と
す
ろ
了
解
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
「
他
業
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
連
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
と
い
う
要
素
」
が
認
め
ら
れ
な
く
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
前
記
命
題
卯
と
の
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
し
か
し
、
本
審
決
の
認
定
は
、
中
心
が
直
接
証
拠
に
よ
る
そ
れ
で
あ
り
、
上
記
事
実
は
補
助
的
に
間
接
事
実
と
し
て
働
い
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
本
論
文
の
問
題
意
識
よ
り
す
る
と
き
は
あ
ま
り
重
要
性
が
な
い
。
た
だ
、
上
記
1
0
、
2
0
、
3
0
の
事
実
は
、
命
題
囲
の
事
実
類
型
3
0
（
＝
他
の
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
の
存
在
及
び
予
測
の
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
情
）
と
し
て
と
ら
え
得
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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